






はじめに　『古事記』には、 「稲羽の素兎」という物語がある。島から陸地に渡るためにわにを欺いた兎が逆に報復されて毛皮を剥がされてしまい、苦しんでいたところを通りかかったオオナムチが助け という話である。オオナムチ（オオクニヌシという神の名の一つだが、本文中では の名で統一する）の神話の冒頭部分にこの物語は配置されている。　『古事記』には多くの種類の動物が登場するが、兎はここにしか現れない。 『古事記』で登場人物 関わってくる動物に与えられた役割を見てみると、大半 二つのパターンに分類できることがわかる。一つ 、伊服岐山の神などの登場人 敵対 動物。も 一つは、八咫烏などの登場人物を助ける動物である。し し、兎はそ どちらにも
当てはまらない。兎は登場人物を助けるのではなく、オオナムチによって助けられる動物なのである。登場人物に助けられるという登場のしかたをするのは、 『古事記』の中でこの兎だけである。さらに、 助けられた後、 兎は神になってヤカミヒメとの結婚の予言をする。このように わにの報復を受ける愚かな兎から神へと性質自体が物語中で変化していることも、この兎の特異 点であ　
そして、その兎と関わるオオナムチにもまた『古事記』




本書紀』には記述されていない。 『古事記』と『日本書紀』は同時代に大和朝廷によって編集され、重なる内容が非常に多いにも関わらず、 『古事記』上巻のおよそ四分の一を占めるオオナムチ神話が『日本書紀 にほとんど書かれていないのは大きな疑問である。オオナムチは初めて葦原中国を統一した神であり、この神がいなければ国譲りも天孫降臨も起こりえな 。つまり、この国がどのように治 られていったかを語 うえで、なくて なら い存在 のである。　
オオナムチの神話は、 未熟だったオオナムチが成長して、
葦原中国を支配し、最後には高天原の神＝ そ支配権を譲る物語である。オオナムチの支配と大和朝廷の支配という二つの の形に着目す と、これらは異なった特徴を持つことがわかる。　
以上のような視点から「稲羽 素兎」は、オオナムチ神






特異な形をとっている。オオナムチ神話は末子成功譚の形に沿って展開する。これは、力を持たない末っ子が援助者に助けられて成功 と う話型である。しかし、 「稲羽の素兎」ではオオナムチは助けられるのでは く、傷ついた兎に助言して助ける側に回っている。 そして、 助言に従った兎の傷は治り、オ ナムチがヤカミヒメと結婚するだろうという予言をする。この兎は今では菟神と呼ばれているとする記述があり、神になっている。　
オオナムチの助言以前と以後では、兎には明らかな性質
の変化が起きている である。わにをだまそうとしたこが露見し、報復を受けてしまう様子には兎の思慮の浅さ、愚かさが表れてい 。そんな兎が最終的 神と呼ばれる存在になり、予言とい 力を発揮 てい　
梅田徹氏も同様に兎に変化が起きたことに着目してお
り、それは文中で兎がオオナムチに使用する表現 表れていると指摘している。兎が最初、オオナムチ 呼びかける表現として使用 た「言」 、傷が治った後は「白」に変わる。 「白」という表現は、オオナムチ神話 ほかにオオナムチが 所従之諸神」たちにスク ビコナ 名前を尋ねる場面でも使われている。この神たちは
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の天つ神による統治を進め というカミムスヒと 対照的な姿勢を持つ神と 混同が見られるという とは 注目すべき問題であろう。差異が見られ のがオオナ チだけではないことから、 『日本書紀』には葦原中国を国 神が治めるべきという方向性を持った神の記述が省かれていると見ることができる。第六章
　
記紀の考えの違い













れをなした東夷の軍勢 皆 武器を捨てて帰順してしまう。これは、大和朝廷の征服は野蛮な地方の人々を朝廷側が徳の力で正しく導い いくも だという主張であろう また、従属する側が抵抗せずに従う点 、 国譲りと共通している。これは 『日本書紀』 における理想的な被支配者側の態度だったのではないだろうか　
東征の前の場面で、熊襲を武力によって支配したことに
















雲のように、大和朝廷とは異なる独自性を有していたのではないだろうか。この部分は、 『日本書紀』では気比大神に参拝するものの 名替え したという記述はない。　
やはり、 『古事記』に記述されている神話の中には、武
























メと結婚し、北陸に支配を広げている。その め、北陸に関わる部分でオオナムチと関係の深いスクナビコナの名が歌に詠まれる ころには 神話 片鱗が表れているように思われるの終わりに　
ここまで指摘してきたように、 『古事記』と『日本書紀』
には多くの違いが見られる。 こ は、 『古事記』 と 『日本書紀』との明らかな編集方針の違いの表 であり ほぼ同時期に大和朝廷によって編纂されてい ものの、 『古事記』 『日本書紀』 は別の目的で存在し たことがわ る。そして、その二つの書物の編集方針の違 に って、最も影響 受けたのがオオナムチだと考えられる。地上を初めて統一支配するほどの神でありながら、そ 神話がほぼ省かれてしまうことは通常ならば考え れ い。つまり、オオナムチ
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という神は、その神話を記述するか否かで、一国の歴史のあり方を変えてしまうほど重要な地位を占めていたのである。それゆえにこそ 『古事記』 には大きく採り上げられ、 『日本書紀』には記されなかったのであろう。　
オオナムチが積極的に争いを起こさない性質を持ってい







譲りも天孫降臨も起こりえな 。だからこそ、 『日本書紀』もスサノオとオオナムチの血縁関係を作り 一書においてオオナムチの記述をした。ただ、不自然さを無視したのではなく、むしろ見逃せなかったために一書にオオナムチの記述が取り入れられたのだと私は考える。 『日本書紀』のスサノオ神話が語られた後に置かれている一書第六には、オオナムチの亦の名やスクナビコナとの国作 といった『古事記』と共通する記述が存在するのである。
注二八
『古事
記』と『日本書紀』の両方ともオ ナムチにつ 触れているのに、そこに明らかな分量の差があるからこそ違 が明らかになるように思われる。その違い 生じた理由は、先に指摘したように歴史書として与え 役割の違いであろう。それは、 『日本書紀』においては三浦氏 主張するように政治的な視点から作為がなされたのだと思われる。　
ここで、そのオオナムチを語る神話の冒頭にある「稲羽




はいえ、後にオオナムチが支配を広げていく様子が記述された求婚譚と決定的に異なるところは、前述した通りこのときのオオナムチの行動には、兎 従わせようという意図はなかっ ことである。オオナムチは善意から傷ついを助け、そ 結果兎はオオナムチに従い、予言を与えた。兎がオオナムチに従うようになった理由は 助けるという行動をとったオオナムチの人格と無関係とは えないだろう。兎との関係は、スクナビコナと それと類似する部分が見られる。スクナビコ も兎 同様 強制されたわけではなく、自身の意思によってオ ナムチを認め、協力するという点である。　
兎との関わりを通して、オオナムチは善意から行動する
という性格と医療知識を持っていることが読み取れ ここまでオオナムチの持つほか 登場人物と異なる性質 述べてきたが、その中でも「稲羽 素兎」で明らかになる性質はオオナムチが成長して獲得した ではなく、生まれながらに備えていたものだ いえる なぜなら 「稲羽 素 」
は、オオナムチが数々の試練を受ける前に語られているからである。兎はそれを語る役割を担って、この神の特異な国作りの一番初めに登場する である。　










































（注一一） 『日本書紀』一一一頁以降の部分（注一二） （前略）其の建御名方神、千引 石を手末に擎げて来て、













（注一六） （前略）神産巣日御祖命に白し上げ かば 答へて告らし



















































































酒は 「クシ」 と読まれ、 薬の語源であるとされる。 「稲羽の素兎」 や 『日
本書紀』一書第六の記述からオオナムチとスクナビコナは医療に関わる神と言え、神酒の司という表現にあてはまる。また、 「いは（石）たたす
　
少御神」とあるが、オオナムチとスクナビコナは石
神としての信仰もあったとされる。 『延喜式神名帳』には、大穴持神像石神社、宿那彦神像石神社という神社の名が記述されている。
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